
 

                

 

 

ＣＡＰ
キ ャ ッ プ

（Child Assault Prevention） 

  ＣＡＰは、子どもがあらゆる暴力（虐待・いじめ・誘拐・痴漢など）から 

自分の大切な心とからだを守るために何ができるかを教える教育プログラムです 
 

寄寄寄稿稿稿                「大人の役割」 

由利本荘市立矢島小学校長 横田 宏 

 矢島小学校は、今年度「いのちの教育あったかエリア事業」の指定を矢島中学校と共に受け、「生

命尊重・思いやりの心」の育成を目指した取組を行っている。高学年児童と中学生、あるいは低学年

児童と高齢者の協働作業による花いっぱい運動、大森山動物園での動物との触れ合い活動、大森山動

物園長による動物の親子を通した命の講話や東日本大震災を経験した元中学校長の体験談の講演な

ど、様々な体験活動を通して、命の大切さについて学びの機会を得ている。子どもたちの心の中には、

自他の命がいかに大切なものであるのか、活動を経るごとに意識付けられていることは十分に感じ取

ることができる。ただ、命を大切にすることとは、具体的にどう行動することなのかという点におい

ては、十分な学びには至っていない。 

 今回、「ＣＡＰ」研修会を開催していただいた目的は、自らの命を大切にする前提として、自尊感

情や自己肯定感あるいは自己有用感という、自らの存在価値を高め自覚できる体験や学びが必要と考

えたからであった。他人との関わりの中で他人を思いやることが、同時に自分を大切にすることに繋

がることを、疑似体験などを通して学ぶ機会を得たことは、大変有意義であったと感じている。保護

者や教職員にとっても、大人という環境が子どもを育てるということを改めて感じ取れたのではない

かと思う。 

 失敗経験が少なく、自分に対する自信がなかなかもてない子どもたちにとって、体験することがな

により必要であり、その際の大人の細やかな評価(認める)が大切であると考える。日々の子どもへの

評価が、間違いなく子どもの自信と思いやり心を育てるはずです。 

 

平成 28 年 11 月 3 日秋田駅周辺を会場に、秋田県、秋田市、秋田県警察本部、団体の参加による官民一体の児童

虐待及びDVの防止を呼びかけるキャンペーンが実施され、ＣＡＰあきたも協賛団体として参加しました。  

県内はＨ26 年度（285件）より 118 件多い件数となりました。 

身体的虐待, 103,
26%

ネグレクト, 90, 22%

性的虐待, 5, 1%

心理的虐待, 205,
51%
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